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2020重点目標＜自ら学び、夢の実現のためにやり抜く生徒＞ 文責：校長 佐藤恭司

第１５回福島県Sリーグ決勝大会
女子の部団体３位入賞おめでとう！

２月２３日福島市あづま運動公園(体育館）を会場に、第１５回福島県 S リーグ決勝大会
が行われました。本校女子ソフトテニス部は南相馬大会、相双大会を経て地区代表として出

場し、団体３位に入賞しました。各地区代表校を２つのリーグに分け、Bリーグで３回戦い、
２勝しました。各ペアが力を合わせて、ミスをしても励まし合いながら最後まで粘り強く戦

うことができました。次年度の中体連大会に向けてさらに頑張って欲しいと思います。
(選手前列右 星さん、松崎さん、渡辺さん、後列右 中野さん、菅野さん、佐藤さん）

南相馬市交通安全スローガンコンテスト入賞！
入賞作品「それだけで 守れる命 ヘルメット」

今年度、南相馬市交通安全スローガンコンテストにおいて、３

年生岡田悠汰さんの作品が入賞(佳作）しました。昨今、全国で

自転車運転による交通事故が多発しています。特に歩行者への接

触事故など加害者になるケースが後を絶たず、事故により多額の

損害賠償請求事案も起きているそうです。今回の岡田さんの受賞

を機会に、全校生で自転車の安全運転やヘルメット着用の大切さ

を考えていきたいと思います。岡田さんおめでとうございました。

～ねがい～ 「私は記憶力はいい方ではありません。だから一夜漬けなどとても出来ま

せん。一日一日少しずつコツコツやる以外に方法はないんです」。

一日のわずかな努力もそれを長期にわたって継続してやること

によって、やがて大きな実を結ぶことになるのです。大切な事は、

一日たりとも怠ること無く努力をコツコツと積み重ねていくこと

でしょうか。幕末の志士、吉田松陰は「一日一字を記（しる）さ

ば一年にして三百六十字を得」と言っています。



石神中学校を支える教職員を紹介します②③④

職名 主 査 河村 範子さん
か わ む ら の り こ

＜簡単な自己紹介＞

出身地 相馬市 趣味 音楽鑑賞

＜生徒への期待・願い・アドバイスなど＞

これからも明るく元気な挨拶のできる、相手を思いやれる

心の優しい人であるように願います。

職名 事務補助 佐藤 愛美さん
さ と う ま な み

＜簡単な自己紹介＞

出身：原町区 趣味：ウィンドウショッピング

＜生徒への期待・願い・アドバイスなど＞

自分のためにたっぷり時間が使えるのはきっと今だけです。

勉強もスポーツも、色々なことにチャレンジして下さい。

もっと勉強しておけば良かった…と思う日が必ずきます。勉強も大事だけれど、目に見え

ないモノも大切な事を学んで欲しいですね。友達とわいわいできる時間も大人になるとなか

なかつくれません。大人になって思うのは、良い所も悪い所も、お互い知っていて、久しぶ

りでも話が弾む、同級生って本当にいいですよ～。今の友達をずっと大切にして下さい。

職名 学校司書 竹中 育美さん
た け な か い く み

＜簡単な自己紹介＞

今年度から学校司書として中学校で勤務しています。

好きなものは本と温泉です。今は旅行が出来ないので、

自宅のお風呂に入浴剤を入れて楽しんでいます。

＜生徒への期待・願い・アドバイスなど＞

毎日多くの生徒が、図書室に足を運んでくれてとてもうれ

しいです。図書室には写真集やクイズ本、雑誌なども用意していますので、読書が苦手と感

じている人にも気軽に図書室に来てほしいです。

＜防犯蛍光灯交換作業＞

用務員の表信義さんは脚立を使い、高所の防犯灯

を清掃し、蛍光灯の交

換を行いました。朝早

い出勤で蛍光灯が切れ

ていることがわかるそ

うです。このように地

道な作業により、校舎

や校地の維持管理が行

われています。




